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プログラム総括  唐沢 かおり 

１. 課題代表者

中澤 栄輔（東京大学 大学院医学系研究科 講師）

２. 課題名

人の意思決定を操る技術の ELSIマッピング作成の企画調査

３. 実施期間

2021 (令和 3) 年 10月 1日 ～ 2022 (令和 4) 年 3月 31日

４. 事後評価結果

プロジェクト企画調査の目標達成状況 

本企画調査は、脳刺激法の Do It Yourself使用、ニューロフィードバックによる情動操作、

ニューロマーケティングなど人の意思決定に関わる脳科学技術を対象とし、技術開発者や企

業などへの半構造化インタビューを通じた ELSI マッピングの作成を通じて、研究開発構想

に向けた仮説構築を目標として実施されたものである。本プログラムにおけるプロジェクト

企画調査として、(1)研究・臨床倫理における普遍的な ELSI 論点にとどまらず、脳科学関連

技術の根源的問いを探索すること、(2)技術実装や産業応用を是とする視点・情報に偏ること

なく、国際的議論水準を踏まえた問題設定や仮説構築に取り組むこと、(3)調査手法の限界や

課題について、対応策や代替案の検討を行うこと、などの点を期待した。

 企画調査の結果、ボトムアップ的なインタビューを通じて、脳科学関連技術を検討する上

での包括的なカテゴリーや、それぞれのベネフィットとリスクを可視化する分析フレームを

導出し、ELSIマッピングを作成している。技術の種別や内容を論理的に整理し、議論を明確

化しているとともに、既存のネットワークを活かした実施体制強化の取り組みも積極的に行

っており、本企画調査の目標は、一部残る課題はあるが概ね達成したと評価する。 

 課題として、ELSIマッピングの作成を通じて関連技術を俯瞰的に比較・分析するフレーム

は検討されたものの、今回のインタビューから得られたデータに基づくという限界、さらに

は国際的議論の展開を踏まえた上での論点整理や考察、また手法の妥当性・合理性の検証の

必要性が指摘できる。また、潜在的なリスクを含む ELSI/RRI 論点の析出という観点からは、

技術開発及び ELSI/RRI に関する議論の世界的動向の現状を踏まえ、技術利用・応用がもた

らす帰結についての分析・評価を深めることが求められる。本企画調査の結果を踏まえつつ、

構想のスケールアップと研究開発アプローチの具体化が進展することを期待する。 
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